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白血球が増える病気と減る病気
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白
血
球
が

増
え
る
病
気
と
減
る
病
気

■
は
じ
め
に

　

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
結
果
、
白

血
球
が
増
え
て
い
る
、
も
し
く
は
、
減
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
の
増
減
の

参
考
と
し
て
い
る
値
の
範
囲
は
、
他
の
検

査
項
目
で
も
同
じ
で
す
が
、「
基
準
範
囲
」

と
よ
ば
れ
ま
す
。
基
準
範
囲
は
、
健
常
者

に
お
け
る
検
査
値
の
標
準
的
な
範
囲
、
実

際
に
は
、
健
常
者
の
検
査
値
分
布
に
お
け

る
中
央
の
95
％
区
間
の
範
囲
を
用
い
て
い

ま
す
。
白
血
球
数
の
基
準
範
囲
は
３
，２

０
０-

８
，５
０
０
／
µl
と
広
く
、
す
な
わ

ち
個
人
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
か

つ
正
常
人
の
５
％
は
こ
の
基
準
範
囲
に
入

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、

白
血
球
は
１
種
類
の
細
胞
の
み
で
は
な

く
、
好
中
球
、
リ
ン
パ
球
、
単
球
、
好
酸

球
、
好
塩
基
球
等
、
い
ろ
い
ろ
な
分
画
の

細
胞
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
白
血
球

の
増
減
を
評
価
す
る
場
合
は
、
そ
の
分
画

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
白
血
球
の
異
常
に
は
、
数
の
増
減
の

他
、
白
血
病
な
ど
の
白
血
球
の
質
的
な
異

常
も
あ
り
ま
す
。白
血
球
の
数
的
増
減
は
、

各
白
血
球
分
画
の
増
加
症
あ
る
い
は
減
少

症
と
し
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
各
白
血
球
の

増
減
は
、
通
常
血
液
１
µl
中
の
絶
対
数
で

そ
の
増
減
を
評
価
し
ま
す
。
一
方
、
質
的

異
常
に
は
、
白
血
球
の
機
能
異
常
を
示
す

病
気
と
、
腫
瘍
化
し
た
異
常
白
血
球
の
増

加
を
示
す
病
気
が
あ
り
ま
す
。

■
白
血
球
増
加
症

　

白
血
球
増
加
症
と
は
白
血
球
が
基
準
値

以
上
に
増
加
す
る
状
態
で
す
が
、
基
準
値

は
年
齢
、
採
血
法
、
測
定
法
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
成
人
で
は
一
般
に
１
万
／

µl
以
上
を
白
血
球
増
加
症
と
し
て
い
ま

す
。
小
児
、
こ
と
に
乳
児
期
で
は
こ
れ
よ

り
多
く
な
り
ま
す
。
臨
床
的
に
は
白
血
球

全
体
の
数
の
他
、
ど
の
白
血
球
分
画
が
増

加
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
最
も
頻
度
が
高
い
の
は
好
中
球
の
増

加
で
す
が
、
以
下
増
加
す
る
白
血
球
の
種

類
別
に
、
そ
の
原
因
と
な
る
主
な
病
気
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
（
表
１
）。

表1　白血球増加症の主な原因

■好中球増加症（>7,000/μl）
① 細菌感染症：敗血症、肺炎、虫垂炎など
② 感染症以外の炎症：リウマチ熱など
③ 悪性腫瘍
④ 血液疾患：慢性骨髄増殖性疾患
　 (慢性骨髄性白血症､真性赤血球増加症､本態性血小板血症､骨髄線維症)
⑤ 薬物投与後：副腎皮質ステロイド、アドレナリン

■好酸球増加症（>500/μl）
① アレルギー性疾患：気管支喘息、じんま疹など
② 寄生虫の寄生
③ 膠原病
④ 血液疾患：慢性骨髄性白血病
⑤ 好酸球増加症候群

■好塩基球増加症（>300/μl）
① 甲状腺機能低下症
② 血液疾患：慢性骨髄性白血病、真性赤血球増加症、骨髄線維症

■単球増加症（>800/μl）
① 感染症：結核、亜急性心内膜炎
② 白血病：急性単球性白血病、慢性骨髄単球性白血病

■リンパ球増加症（>4,000/μl）
① ウイルス感染症：伝染性単核(球)症など
② 細菌感染症：百日咳
③ 慢性リンパ性白血病

１
．
好
中
球
増
加
症

　

通
常
好
中
球
数
が
７
，０
０
０
／
µl
以

上
の
場
合
が
好
中
球
増
加
症
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
の
好
中
球
は
主
と
し
て

成
熟
型
（
桿
状
核
球
と
分
葉
核
球)

を
指

し
、
未
熟
型
こ
と
に
骨
髄
芽
球
や
前
骨
髄

球
の
増
加
が
主
体
を
占
め
る
急
性
骨
髄
性

白
血
病
な
ど
は
こ
の
中
に
含
め
ま
せ
ん
。

以
下
、
好
中
球
増
加
症
の
原
因
と
な
る
病

気
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

（1）
感
染
症
な
ど
の
炎
症

　

感
染
症
の
う
ち
、
一
般
的
に
は
細
菌
性

で
好
中
球
増
加
症
を
起
こ
し
、
ウ
イ
ル
ス

性
で
は
リ
ン
パ
球
増
加
症
を
き
た
し
ま

す
。
細
菌
感
染
症
の
中
で
も
一
般
に
重
症

な
ほ
ど
好
中
球
増
加
の
程
度
が
高
く
、
ま

た
骨
髄
球
や
後
骨
髄
球
な
ど
の
未
熟
好
中

球
が
血
液
中
に
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
細
菌
に
含
ま
れ
る
内
毒
素
（
エ
ン
ド

ト
キ
シ
ン
）な
ど
が
、顆
粒
球-

コ
ロ
ニ
ー

（一財）健康医学予防協会
本部診療部長

高橋益廣
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刺
激
因
子
（
Ｇ-

Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
な
ど
の
顆
粒

球
系
造
血
因
子
の
産
生
を
刺
激
し
、
顆
粒

球
造
血
の
亢
進
を
き
た
す
と
と
も
に
、
骨

髄
か
ら
末
梢
血
へ
の
好
中
球
の
遊
走
を
促

進
す
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
結
核
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ

フ
ス
な
ど
は
例
外
で
、
細
菌
感
染
症
に
も

か
か
わ
ら
ず
む
し
ろ
好
中
球
減
少
を
示
す

こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
悪
性
腫
瘍

　

悪
性
腫
瘍
で
病
期
が
進
む
と
好
中
球
増

加
症
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
原
因
と

し
て
組
織
の
壊
死
、
感
染
症
の
合
併
、
腫

瘍
細
胞
か
ら
の
Ｇ-

Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
の
造
血
因

子
の
産
生
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（3）
血
液
疾
患

　

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
（
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）、
真

性
赤
血
球
増
加
症
、
本
態
性
血
小
板
血
症

お
よ
び
原
発
性
骨
髄
線
維
症
は
、
合
わ
せ

て
慢
性
骨
髄
増
殖
性
疾
患
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
病
気
で
み
ら
れ
る

好
中
球
増
加
は
腫
瘍
性
増
殖
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
病
気

も
多
能
性
あ
る
い
は
骨
髄
系
幹
細
胞
の
レ

ベ
ル
に
ク
ロ
ー
ナ
ル
な
異
常
（
異
常
を
き

た
し
た
１
個
の
造
血
幹
細
胞
に
由
来
す
る

病
気
）
が
起
こ
り
、
白
血
球
、
赤
血
球
、

血
小
板
の
３
血
球
系
統
が
異
常
を
示
す
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（4）
薬
物

　

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
は
骨
髄
か
ら
末

梢
血
へ
の
好
中
球
の
遊
出
、
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
は
末
梢
血
好
中
球
の
辺
縁
プ
ー
ル
か
ら

循
環
プ
ー
ル
へ
の
移
動
を
刺
激
し
て
好
中

球
増
加
を
き
た
し
ま
す
。

２
．
好
酸
球
増
加
症

　

通
常
好
酸
球
数
は
５
０
０
／
µl
以
上
を

増
加
と
定
義
し
ま
す
。
一
般
に
気
管
支
喘

息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
み
ら
れ
、

好
酸
球
産
生
刺
激
因
子（
Ｉ
Ｌ-

５
な
ど
）

が
増
加
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
寄
生
虫
感
染
、
皮
膚
病
、
膠
原
病
な

ど
で
も
好
酸
球
増
加
を
示
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
で
も
一
種
の
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
骨
髄
性
白
血

病
で
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
好
酸
球
増

加
を
示
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
腫
瘍
性

の
顆
粒
球
増
殖
の
部
分
症
と
し
て
好
酸
球

が
増
加
し
ま
す
。
原
因
不
明
の
高
度
の
好

酸
球
増
加
（>

１
，
５
０
０
／
µl
）
が
６

か
月
以
上
続
く
場
合
は
好
酸
球
増
加
症
候

群
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

３
．
好
塩
基
球
増
加
症

　

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
な
ど
の
慢
性
骨
髄

増
殖
性
疾
患
で
し
ば
し
ば
好
塩
基
球
増
加

が
認
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
他
の
病
気
で
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
甲
状
腺
機
能
低
下

(

粘
液
水
腫
な
ど)

な
ど
で 

軽
度
に
増

加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
単
球
増
加
症

　

単
球
数
の
上
限
に
つ
い
て
確
定
値
は
な

く
、
５
０
０
／
µl
以
上
か
ら
９
５
０
／
µl

以
上
ま
で
種
々
の
値
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
単
球
増
加
症
を
示
す
感
染
症
と
し
て

は
結
核
と
亜
急
性
心
内
膜
炎
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
無
顆
粒
球
症
（
後
述
）
の

回
復
期
や
種
々
の
好
中
球
減
少
症
で
、
相

対
的
に
も
絶
対
的
に
も
増
加
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
単
球
の
腫
瘍
で
あ
る
急
性
単

球
性
白
血
病
で
は
、
白
血
病
化
し
た
異
常

な
単
球
が
著
増
し
ま
す
。
慢
性
骨
髄
単
球

性
白
血
病
は
未
梢
血
の
単
球
が
１
，０
０

０
／
µl
以
上
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
骨
髄

異
形
成
症
候
群
の
一
型
に
含
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

５
．
リ
ン
パ
球
増
加
症

　

成
人
で
は
４
，０
０
０
／
µl
以
上
を
リ

ン
パ
球
増
加
症
と
し
て
い
ま
す
。
感
染
症

の
う
ち
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
は
リ
ン
パ

球
増
加
症
を
示
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
正
常
の
リ
ン
パ
球

と
は
形
態
の
異
な
る
異
型
リ
ン
パ
球
の
み

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
と
に
伝
染
性
単

核
球
症
で
多
数
認
め
ら
れ
ま
す
。
細
菌
性

で
は
、
百
日
咳
で
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
で
は
腫
瘍

性
の
リ
ン
パ
球
が
増
加
し
ま
す
。

６
．
骨
髄
線
維
症

　

全
身
の
骨
髄
に
線
維
化
が
起
こ
る
と
と

も
に
、
脾
臓
や
肝
臓
な
ど
の
胎
児
期
の
造

血
組
織
で
造
血
が
み
ら
れ
る（
髄
外
造
血
）

病
気
を
骨
髄
線
維
症
と
よ
び
ま
す
。
原
因

不
明
の
原
発
性
の
も
の
と
、
慢
性
骨
髄
増

殖
性
疾
患
な
ど
に
引
き
続
い
て
起
こ
る
続

発
性
の
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
原
発
性
骨

髄
線
維
症
も
慢
性
骨
髄
増
殖
性
疾
患
の
１

つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
骨
髄
お
よ
び
骨

髄
外
で
作
ら
れ
る
造
血
細
胞
、
す
な
わ
ち

赤
血
球
、
顆
粒
球
お
よ
び
血
小
板
は
腫
瘍

性
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
線

維
化
す
な
わ
ち
線
維
芽
細
胞
の
増
加
は
腫

瘍
性
で
は
な
く
、
腫
瘍
化
し
た
造
血
細
胞

に
対
す
る
反
応
性
変
化
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
巨
大
な
脾
腫
が
従
来
か
ら
特
徴
的

な
所
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
検
査
で
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は
、
貧
血
、
白
血
球
増
加
（
時
に
減
少
）

が
み
ら
れ
、
血
小
板
数
は
減
少
例
か
ら
増

加
例
ま
で
認
め
ら
れ
ま
す
。血
液
中
に
は
、

未
熟
型
を
含
む
各
成
熟
段
階
の
好
中
球
系

細
胞
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
し
ば
し
ば
赤

芽
球
（
赤
血
球
の
前
駆
細
胞
）
も
み
ら
れ
、

白
血
球
と
赤
血
球
の
両
方
の
未
熟
型
が
血

液
中
に
出
現
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で

す
。
赤
血
球
形
態
で
は
、
涙
の
滴
の
よ
う

な
形
を
し
た
涙
滴
赤
血
球
（
図
１
）
が
み

ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
す
。
骨
髄
の
線
維

化
の
た
め
、
骨
髄
穿
刺
針
で
骨
髄
を
吸
引

し
て
も
骨
髄
液
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い

こ
と
が
一
般
的
で
す
。骨
髄
生
検
に
よ
り
、

高
度
の
線
維
化
が
認
め
ら
れ
、巨
核
球（
血

小
板
の
前
駆
細
胞
）
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

７
．
伝
染
性
単
核
球
症

　

伝
染
性
単
核
球
症
は
Ｅ
Ｂ(Epstein-

B
a
r
r
)

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急
性
感
染
症

で
、
発
熱
、
全
身
の
リ
ン
パ
節
腫
脹
、
お

よ
び
、
血
液
中
の
単
核
球
（
核
の
分
葉
を

示
す
顆
粒
球
に
対
し
、
円
形
も
し
く
は
く

び
れ
状
の
核
を
有
す
る
リ
ン
パ
球
と
単
球

を
単
核
球
と
よ
ぶ
）
の
増
加
を
き
た
し
ま

す
。
こ
の
病
気
で
血
液
中
に
増
加
し
て
い

る
単
核
球
は
リ
ン
パ
球
で
、
単
球
様
の
異

型
を
示
す
リ
ン
パ
球
（
図
２
）
も
み
ら
れ

ま
す
が
、
単
球
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｂ

ウ
イ
ル
ス
以
外
の
ウ
イ
ル
ス
（
サ
イ
ト
メ

ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
や
リ
ケ
ッ
チ
ア
な

ど
で
も
ま
れ
な
が
ら
似
た
よ
う
な
臨
床
像

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
液
検
査

で
は
、
白
血
球
数
は
発
病
初
期
に
は
減
少

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
約
１
週

間
後
に
は
１
～
２
万

／
µl
に
増
加
し
ま

す
。
白
血
球
の
分
画

で
は
、
リ
ン
パ
球
系

細
胞
が
少
な
く
と
も

50
％
、
し
ば
し
ば

70
％
以
上
を
占
め
、

必
ず
異
型
リ
ン
パ
球

が
み
ら
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。
異
型
リ
ン

パ
球
は
発
病
２
週
間
後
に
最
大
と
な
り
、

少
な
く
と
も
10
％
以
上
認
め
ら
れ
ま
す
。

リ
ン
パ
球
は
、
Ｔ
リ
ン
パ
球
（
直
接
異
物

を
攻
撃
す
る
細
胞
性
免
疫
に
関
与
）、
Ｂ

リ
ン
パ
球
（
抗
体
を
産
生
し
て
異
物
を
排

除
す
る
体
液
性
免
疫
に
関
与
）、
Ｎ
Ｋ
リ

ン
パ
球（
非
特
異
的
に
異
物
を
攻
撃
す
る
）

等
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
伝
染
性
単
核
球

症
で
増
加
す
る
異
型
リ
ン
パ
球
は
Ｔ
リ
ン

パ
球
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
た
Ｂ
リ
ン

パ
球
に
対
し
反
応
性
に
増
殖
し
た
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
血
小
板
減
少
を
み
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
Ｅ
Ｂ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
す
の
で
、
各
種
の
抗
Ｅ
Ｂ

ウ
イ
ル
ス
抗
体(

抗
Ｅ
Ａ
抗
体
、
抗
Ｖ
Ｃ

Ａ-

Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体)

が
陽
性
を
示
し
ま

す
。

■
白
血
球
減
少
症

　

白
血
球
減
少
症
は
、
白
血
球
数
が
基
準

値
以
下
に
減
少
し
た
状
態
の
総
称
で
す

が
、
そ
の
境
界
線
は
３
，０
０
０
／
µl
以

下
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
的

に
は
、
白
血
球
増
加
症
の
場
合
と
同
様
に

白
血
球
全
体
の
数
よ
り
は
、
ど
の
白
血
球

分
画
の
絶
対
数
が
減
少
し
て
い
る
か
が
問

題
と
な
り
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
好
中
球

の
減
少
で
、
細
菌
等
に
感
染
し
や
す
く
な

る
た
め
臨
床
的
に
も
重
要
で
す
。
以
下
減

少
し
て
い
る
白
血
球
の
種
類
別
に
、
そ
の

原
因
と
な
る
主
な
病
気
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
（
表
２
）。

表２　白血球減少症の主な原因

■好中球減少症（<1,500/μl）
① 感染症

・ウイルス性：麻疹、風疹、エイズなど
・細菌性：腸チフスなど

② 血液疾患
・無顆粒球症
・造血器腫瘍：急性白血病、多発性骨髄腫など
・ 貧血：再生不良性貧血、発作性夜間血色素尿症、巨赤芽球性

貧血など
③ 脾機能亢進症：肝硬変、特発性門脈圧亢進症など
④ 免疫性：全身性エリテマトーデス、 自己免疫性好中球減少症など
⑤ その他：周期性好中球減少症、慢性特発性好中球減少症

■好酸球減少症
① 急性感染症：腸チフスなど
② クッシング症候群、副腎皮質ステロイド投与後
③ ストレス

■リンパ球減少症（<1,000/μl）
① 悪性腫瘍：悪性リンパ腫など
② 薬剤投与後：副腎皮質ステロイド、シクロスポリン、抗癌剤など
③ ウイルス性：エイズなど

１
．
好
中
球
減
少
症

　

好
中
球
の
絶
対
数
が
減
少
す
る
病
気

で
、
１
，５
０
０
／
µl
以
下
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
好
中
球
が
減
少
す
る
と
、
そ
の
原

因
に
か
か
わ
ら
ず
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

（1）
感
染
症

　

細
菌
性
で
は
、
腸
チ
フ
ス
が
例
外
的
に

好
中
球
減
少
症
を
示
し
ま
す
。
ま
れ
に
、

粟
粒
結
核
（
結
核
菌
が
血
液
を
介
し
て
い

く
つ
か
の
臓
器
に
運
ば
れ
病
巣
を
つ
く
る

重
症
結
核
症
）
で
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
で
は
、
一
般
的
に
リ
ン

図２．伝染性単核球症で認められた異型リンパ球
　　　Ａ：芽球様異型リンパ球
　　　Ｂ：単球様異型リンパ球
　　　Ｃ：形質細胞様異型リンパ球

A B C 

図１．原発性骨髄線維症で認められた
　　　涙滴赤血球（←）
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パ
球
が
増
加
し
、好
中
球
は
減
少
し
ま
す
。

（2）
無
顆
粒
球
症

　

抗
甲
状
腺
薬
、
抗
菌
薬
な
ど
薬
剤
に

よ
っ
て
高
度
な
好
中
球
減
少
が
急
激
に
起

こ
り
、
高
熱
、
口
腔
内
潰
瘍
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
、
敗
血
症
（
血
液
中
に
病
原
体

が
入
り
込
み
、
重
篤
な
全
身
症
状
を
き
た

す
病
態
）
な
ど
の
重
症
感
染
症
を
ひ
き
起

こ
す
病
気
で
す
。
再
生
不
良
性
貧
血
と
異

な
り
、
貧
血
や
血
小
板
減
少
な
ど
顆
粒
球

以
外
の
異
常
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ

ん
。

（3）
造
血
器
腫
瘍

　

白
血
球
の
悪
性
腫
瘍
で
あ
る
急
性
白
血

病
や
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
で
は
、
腫
瘍
細

胞
が
骨
髄
を
占
拠
し
て
正
常
な
好
中
球
の

産
生
が
低
下
す
る
た
め
に
、
好
中
球
減
少

症
が
お
こ
り
ま
す
。
白
血
病
細
胞
か
ら
正

常
造
血
を
抑
制
す
る
因
子
が
産
生
さ
れ
る

こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（4）
貧
血

　

再
生
不
良
性
貧
血
、巨
赤
芽
球
性
貧
血
、

発
作
性
夜
間
血
色
素
尿
症
な
ど
の
貧
血
で

は
、
好
中
球
だ
け
で
な
く
、
血
球
３
系
統

が
減
少
す
る
汎
血
球
減
少
症
を
示
し
ま

す
。
ま
た
、
抗
癌
剤
治
療
に
よ
る
骨
髄
抑

制
の
結
果
、
汎
血
球
減
少
症
を
来
す
こ
と

が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。

（5）
脾
機
能
亢
進
症

　

肝
硬
変
や
特
発
性
門
脈
圧
亢
進
症
な
ど

の
脾
腫
の
あ
る
病
気
で
は
、
脾
で
血
球
３

系
統
が
抑
留
あ
る
い
は
破
壊
さ
れ
て
汎
血

球
減
少
症
を
呈
し
ま
す
。

（6）
免
疫
性
好
中
球
減
少
症

　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や
自
己
免
疫

性
好
中
球
減
少
症
は
、
好
中
球
自
己
抗
体

等
の
異
常
免
疫
反
応
に
よ
り
好
中
球
が
破

壊
さ
れ
好
中
球
減
少
症
を
き
た
し
ま
す
。

（7）
そ
の
他

　

周
期
性
好
中
球
減
少
症
は
遺
伝
性
の
病

気
で
、
３
～
４
週
ご
と
に
好
中
球
が
減
少

し
、
１
０
０
／
µl
以
下
と
な
り
ま
す
が
、

３
～
５
日
で
回
復
す
る
病
気
で
す
。
そ
の

他
に
、
周
期
性
の
な
い
先
天
性
好
中
球
減

少
症
も
あ
り
ま
す
。

２
．
好
酸
球
減
少
症

　

急
性
感
染
症
の
中
で
、
特
に
腸
チ
フ
ス
の

初
期
に
は
好
酸
球
が
ほ
と
ん
ど
消
失
す
る

の
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ッ
シ
ン

グ
症
候
群
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与

後
お
よ
び
ス
ト
レ
ス
時
に
も
減
少
し
ま
す
。

３
．
リ
ン
パ
球
減
少
症

　

リ
ン
パ
球
の
絶
対
数
１
，０
０
０
／
µl
以

下
を
リ
ン
パ
球
減
少
症
と
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
悪
性
腫

瘍
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
免
疫
不
全
症
、
ま
た

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
や 

各
種
の
抗
癌

剤
投
与
時
な
ど
に
リ
ン
パ
球
減
少
症
を
き

た
し
ま
す
。
免
疫
反
応
を
担
う
リ
ン
パ
球

が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免
疫
不
全
と

な
り
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

４
．
汎
血
球
減
少
症

　

汎
血
球
減
少
症
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ

ま
し
た
が
、
赤
血
球
、
白
血
球
お
よ
び 

血
小
板
の
３
系
統
の
血
球
が
同
時
に
減
少

し
ま
す
。
汎
血
球
減
少
症
を
示
す
主
な
病

気
に
つ
い
て
、
そ
の
成
因
別
に
表
３
に
示

し
て
あ
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

白
血
球
の
増
加
や
減
少
を
指
摘
さ
れ
た

場
合
、
各
種
感
染
症
や
炎
症
性
疾
患
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
そ
れ
に
薬
剤
投
与
な
ど
の
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
科
で
原
因
疾
患
の
治
療
を
行
い
ま

す
。
原
因
疾
患
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

場
合
は
、
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な

ど
の
重
篤
な
疾
患
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
血
液
専
門
医
へ
の
受
診
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
病
気
が
存
在

し
な
い
場
合
で
も
、
白
血
球
数
が
基
準
範

囲
か
ら
外

れ

る

人

や
、
採
血

時
の
状
態

に
よ
り
基

準
範
囲
に

入
っ
た
り

外
れ
た
り

す
る
人
も

い
ま
す
。

運
動
、
ス

ト
レ
ス
、

妊
娠
な
ど

に
よ
り
白
血
球
が
増
え
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
白
血
球
の
増
加
が
必
ず
し
も
病
気
で

は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
白
血

球
数
と
し
て
多
少
減
少
し
て
い
て
も
、
好

中
球
、
リ
ン
パ
球
、
単
球
等
の
白
血
球
分

画
の
バ
ラ
ン
ス
が
正
常
で
あ
る
場
合
は
、

白
血
球
数
の
減
少
自
体
異
常
と
と
ら
え
る

必
要
の
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
１
９
７
６
年
新
潟
大
学
医
学
部

卒
業
後
、
新
潟
大
学
医
学
部
第
１
内
科
入
局
（
血
液
内

科
学
）、
１
９
８
２
年
よ
り
２
年
間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
医
学
部
血
液
腫
瘍
科
（
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
シ
ア
ト
ル
）
に
留
学
、
１
９
８
５

年
新
潟
大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
、
１
９
９
５
年
新

潟
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
衛
生
技
術
学
科
）
教

授
、
１
９
９
９
年
よ
り
新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
（
検

査
技
術
科
学
専
攻
）
教
授
。
専
門
は
、
血
液
内
科
学
、

腫
瘍
免
疫
学
。

高
橋
益
廣
　
略
歴

表３　汎血球減少症の主な成因

■血球産生不全によるもの

① 再生不良性貧血：特発性、薬剤性(抗癌剤など)

②  骨髄内での腫瘍細胞の増殖：がんの骨髄転移、骨髄異形成症候群、多発性骨

髄腫、急性白血病の一部 (非白血性白血病)、など

③ ビタミンや葉酸の欠乏：巨赤芽球性貧血

■血球崩壊または貯留の亢進によるもの

① 脾機能亢進症：特発性門脈圧亢進症、肝硬変など

② 発作性夜間血色素尿症

③ 全身性エリテマトーデス
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骨
の
代
謝
に
関
係
す
る
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
腸
か
ら

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
、

ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
骨
を
作
る
骨
芽
細
胞
の
働
き
を

良
く
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
骨
粗
鬆
症
の

治
療
薬
と
し
て
初
め
て
医
療
で
使
わ
れ
て
き
た
の
が

活
性
の
強
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
）

で
、
今
も
な
お
多
く
の
骨
粗
鬆
症
患
者
さ
ん
が
服
用

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
は
紫
外
線

に
よ
っ
て
皮
膚
で
合
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
適
度
な
日

光
浴
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
供
給
源
で
す
。
食
事
で
は
キ

ノ
コ
や
魚
な
ど
限
ら
れ
た
量
し
か
補
給
で
き
ず
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
は
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
の
1
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
様
々
な
疾

患
と
の
関
連
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
骨
の
健
康
に
留

ま
ら
ず
、
癌
や
糖
尿
病
、
感
染
症
、
高
血
圧
、
さ
ら

に
は
認
知
症
に
及
ぶ
ま
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
次
々
に
報
告
さ
れ
て
世
界
中
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
癌
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
血
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
濃
度

が
高
い
人
は
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、

す
い
臓
が
ん
の
発
生
率
が
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
筋
肉
の
働
き
に
も
関

係
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
補
給
で
足
腰
が
し
っ
か
り
し

て
高
齢
者
の
転
倒
が
減
少
し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。

　

す
な
わ
ち
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
補
給
は
私
た
ち
が
年

齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
罹

り
や
す
く
な
る
多
く
の
疾

患
の
予
防
に
重
要
な
栄
養

素
で
あ
る
こ
と
と
か
ら
健

康
維
持
に
重
要
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
骨
粗
鬆
症
財
団
の

レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
ア
ジ

ア
各
国
は
深
刻
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
不
足
で
あ
り
、
日
本

に
お
い
て
も
閉
経
後
女
性

の
実
に
90
％
が
血
液
中
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
レ
ベ
ル
不
足
を

呈
し
て
い
る
と
報
告
し
て

い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

体
内
に
摂
り
込
む
た
め
に

ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
？　

ま
ず
は
1
日
20
分

程
度
の
日
光
浴
が
効
果
的

で
す
。
食
事
で
は
魚
類
に

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
、

鮭
、
し
ら
す
干
し
、
ウ
ナ

ギ
、
筋
子
や
イ
ク
ラ
な
ど
積
極
的
に
料
理
に
加
え
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
見
直

し
て
健
康
長
寿
へ
の
第
1
歩
と
し
ま
し
ょ
う
。

骨粗鬆症連載　骨粗鬆症と骨折の予防

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
見
直
す

医療法人 愛広会

新潟リハビリテーション病院

院　長

山本　智章

27

ビタミンDの不足で生じる病気と関連性（＋） 

骨粗鬆症     ＋＋＋＋ 
転倒      ＋＋＋＋ 
Ⅰ型糖尿病     ＋＋ 
癌（乳、大腸、膵臓など）   ＋＋＋＋ 
自己免疫疾患（RAなど）   ＋＋ 
高血圧     ＋＋＋ 
多発性硬化症    ＋＋ 
変形性関節症    ＋＋ 
感染症     ＋＋＋＋ 

(Heaney RP Clin Am Soc Nephrol 3 2008) 

VitaminD in health and disease 
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上
　
月
　
篤
　
子

健
康
体
力
づ
く
り

ウ
エ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現 
代
人
の

　

秋
分
の
日
を
過
ぎ
、
日
没
の
時
間
が

早
く
な
り
季
節
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
。
つ
い
先
日
、
富
士
山
の

初
冠
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
も
届
き
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
冬
の
健
康
管
理
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。秋
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、「
稔

り
の
秋
」
、
「
食
欲
の
秋
」
、
「
芸
術
の

秋
」
…
等
、「
稔
る
」、「
熟
成
す
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

温
暖

化
の
影
響
が
日
本
特
有
の
四
季
の
移
り

変
わ
り
に
も
微
妙
な
変
化
を
も
た
ら
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
秋
は
、
次
に
来

る
「
冬
」
の
季
節
に
備
え
て
自
然
も
動

物
も
人
間
も
準
備
を
整
え
る
季
節
と
言

え
ま
す
。
秋
は
、「
実
る
」、「
稔
る
」、「
収

穫
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
プ
ラ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
に
対
し
て
、「
冬
」

は
、「
寒
い
」、「
日
が
短
い
」、「
雪
」
等
、

「
冬
の
時
代
」
と
い
う
表
現
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、「
秋
」

か
ら
「
冬
」
へ
の
時
期
に
よ
り
健
や
か

に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
様
々
な
ご

提
案
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
事
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
を
！！

　

古
く
か
ら
「
み
か
ん
を
食
べ
る
と
風

邪
を
ひ
か
な
い
…
」、「
１
日
に
リ
ン
ゴ

１
個
は
、
医
者
い
ら
ず
…
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
か
ん
き
つ
類
や
野
菜
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
、
免
疫
力

を
高
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

レ
バ
ー
や
に
ん
じ
ん
に
多
く
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
経

路
で
あ
る
粘
膜
の
健
康
を
保
っ
て
く
れ

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、ほ
う
れ
ん
草
、

か
ぼ
ち
ゃ
等
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
を

と
も
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
免

疫
力
が
低
下
し
が
ち
な
冬
場
は
、
日
頃

か
ら
積
極
的
に
採
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
私
た
ち
が
古
く
か
ら
慣
れ
親
し
ん

で
い
る
「
冬
至
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
、
体
を

温
め
免
疫
力
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に

お
い
て
は
、
非
常
に
理
に
適
っ
て
い
る

食
べ
物
で
す
。
先
人
た
ち
の
知
恵
は
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

宴
会
＆
パ
ー
テ
ィ
を
上
手
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！！

　

冬
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
忘
年
会
、
新

年
会
と
食
や
や
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多

い
季
節
で
す
。
二
日
酔
等
の
体
調
不
良

を
防
ぐ
た
め
に
も
楽
し
み
た
め
に
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
空
腹
で
飲
ま
な
い

　

② 

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
お
酒

は
、
ソ
ー
ダ
や
お
水
で
割
る

　

③ 

お
酒
合
間
に
お
茶
や
お
水
で
水
分

補
給

　

ま
た
、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
お
酒

も
楽
し
み
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

冬
場
の
「
鍋
」
は
、
野
菜
も
豊
富
に
採

れ
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
お
す
す

め
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
鍋
を
か
こ
み
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
お
食
事

＆
お
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
ね
。

乾
燥
対
策

　

風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
低
温
と
乾
燥

し
た
環
境
を
好
み
ま
す
。
湿
度
は
、

生

涯

現

役

の

体

づ

く

り

冬

の

健

康

管

理

　

Vol.17
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50
％
～
60
％
に
保
つ
こ
と
が
望
ま
し
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
湿
器
を
使
用

し
た
り
、
タ
オ
ル
や
洗
濯
物
を
室
内
に

干
す
等
し
て
乾
燥
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冷
た
く
乾
燥
し
た
風
、
室
内

の
空
調
で
肌
も
乾
燥
し
ま
ち
に
な
り
ま

す
。
過
度
の
乾
燥
は
、
カ
サ
カ
サ
肌
に

と
ど
ま
ら
ず
、
皮
膚
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も

大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
ク
リ
ー
ム
や
入

浴
剤
で
肌
の
保
湿
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

寒
さ
対
策

外
出
時

　

暖
か
い
と
こ
ろ
か
ら
急
に
寒
い
と
こ

ろ
に
出
る
と
血
管
が
収
縮
し
て
血
圧
が

高
く
な
り
ま
す
。
急
激
な
温
度
の
変
化

は
、
体
に
負
担
を
掛
け
ま
す
の
で
、
防

寒
具
は
、
室
内
で
身
に
付
け
て
マ
フ

ラ
ー
、
手
袋
を
上
手
に
利
用
し
て
手
、

袖
口
や
首
元
か
ら
冷
気
が
侵
入
し
て
体

温
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
環
境
へ

の
配
慮
も
叫
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
、
体

に
優
し
く
、
環
境
に
も
優
し
く
＋
お

し
ゃ
れ
に
寒
さ
を
し
の
ぎ
た
い
で
す
ね
。

入
浴
時

　

年
間
で
入
浴
中
の
突
然
死
が
一
番
増
加

す
る
の
が
、
12
月
、
１
月
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
暖
か
い
室
内
か
ら

気
温
の
低
い
脱
衣
所
、
そ
し
て
、
熱
い
湯

船
へ
と
い
う
短
時
間
で
の
急
激
な
温
度
変

化
が
、
心
筋
梗
塞
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
等

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
か
ら
で
す
。

急
激
な
温
度
変
化
よ
り
起
き
る
「
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
」
は
、
体
に
大
き
な
負
担
を
か

け
ま
す
の
で
予
防
対
策
と
し
て
は
、
次
の

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

①
脱
衣
所
を
暖
め
る

　

② 

浴
室
も
暖
め
て
、
脱
衣
所
と
の
温

度
差
を
な
く
す
よ
う
工
夫
を
す
る

　

③ 
急
に
湯
船
に
入
ら
ず
、
か
け
湯
を

し
て
体
温
を
徐
々
に
上
げ
る
よ
う

に
す
る

　

④
飲
酒
後
の
入
浴
は
Ｎ
Ｇ

　

⑤ 

入
浴
前
後
に
水
分
補
給
を
す
る

　

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
の
影
響
を
受

け
や
す
い
人
は
、（
リ
ス
ク
の
あ
る
方
）

・
高
齢
者　

・
高
血
圧　

・
糖
尿
病
の

方　

・
肥
満
・
不
整
脈
の
あ
る
方　

・

無
呼
吸
症
候
群
等
の
疾
患
の
あ
る
方
等

急
激
な
温
度
変
化
は
、
体
へ
の
ス
ト
レ

ス
と
な
り
ま
す
。
体
に
負
担
を
少
な
く

バ
ス
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
頂
く
た
め
に

は
、
急
激
な
温
度
変
化
が
起
き
な
い
よ

う
に
環
境
を
整
え
て
、余
裕
を
持
っ
て
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
バ
ス
タ
イ
ム

を
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

風
邪
対
策
に
つ
い
て

　

「
冬
」
と
言
え
ば
、「
風
邪
対
策
」
と

い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
、

「
冬
」
の
冷
た
く
乾
燥
し
た
空
気
は
、

皮
膚
や
鼻
や
喉
、
気
管
な
ど
の
粘
膜
の

抵
抗
力
に
影
響
を
与
え
、
風
邪
や
気
管

支
炎
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
温

が
低
く
な
る
冬
は
、
身
体
の
機
能
も
低

下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
と
に
か
く
風

邪
は
予
防
が
第
一
。
風
邪
の
原
因
の
大

部
分
は
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
る
も
の
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
に
比
べ

て
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
予
防
注
射
を
打
つ
な
ど
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
風
邪
を
ひ
い
た

人
の
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
は
想
像
以
上
の

感
染
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
マ
ス
ク

　

マ
ス
ク
や
う
が
い
は
飛
沫
感
染
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
喉
の
粘
膜
に
潤
い
を
与

え
て
保
護
し
、
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
作

用
が
あ
り
ま
す
。
外
出
の
時
だ
け
で
な

く
喉
が
乾
燥
し
や
す
い
方
は
、
就
眠
中

も
つ
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

②
う
が
い
＆
手
洗
い

　

外
出
先
か
ら
帰
っ
て
来
た
ら
、「
う

が
い
＆
手
洗
い
」
を
徹
底
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

　

「
う
が
い
」
は
、
口
や
喉
へ
の
ウ
ィ

ル
ス
の
付
着
や
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。
最

近
の
研
究
で
は
、
う
が
い
薬
を
使
用
せ

ず
、
水
だ
け
の
「
う
が
い
」
で
も
効
果

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
時
も

含
め
、
15
秒
程
の
う
が
い
を
１
日
２
～

３
回
が
目
安
で
す
。
ま
た
、「
手
洗
い
」

は
、
１
日
１
回
は
、
15
秒
程
か
け
て
感

染
し
や
す
い
指
先
、
指
の
間
、
爪
、
手

の
甲
等
を
石
鹸
で
入
念
に
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
強
く
こ
す
り
す
ぎ

な
い
こ
と
、
石
鹸
を
良
く
泡
立
て
て
洗

い
ま
す
。

③
で
も
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

も
し
風
邪
か
な
と
思
っ
た
ら
、
思
い

切
っ
て
休
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
お
仕

事
や
諸
事
情
で
そ
う
も
行
か
な
い
場
合

は
、
せ
め
て
睡
眠
時
間
を
で
き
る
だ
け

多
く
と
り
体
を
休
養
さ
せ
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
に
は
、
疲
れ
を

癒
し
、
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
８

月
夏
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
、
早
目
の
休

養
を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
に
治
る
ま
で

に
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
風
邪
に
は
ひ
き
は
じ
め
の

ケ
ア
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
身
を
持
っ

て
知
っ
た
次
第
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

暖
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
休
み
、
ビ
タ
ミ

ン
と
糖
質
、
水
分
を
十
分
に
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
お
粥
、
ス
ー
プ
、
鍋

な
ど
は
体
を
温
め
る
と
と
も
に
、
消
化
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上月　篤子 （こうづき あつこ） Kouzuki Atsuko

フィットネスクラブでの企画運営に関わるアドバイザー、スーパーバイザー、

また、インストラクターの育成・研修等経験し、18 年前に独立。企業におけ

る健康づくりの企画・運営及び、フィットネスクラブでのレッスン、パーソナ

ルトレーナー、イベント等各種の業務を受託している。

株式会社ボディムーブズ代表取締役

アメリカスポーツ医学協会
ヘルス＆フィットネススペシャリスト

の
よ
い
具
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ

と
で
体
力
を
回
復
さ
せ
る
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
昔
か
ら
、
し
ょ
う
が
汁
、

く
ず
湯
な
ど
が
風
邪
に
よ
い
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
て
い
る

体
を
温
め
る
効
果
が
あ
る
か
ら
で
す
。

人
の
身
体
は
、
適
度
に
温
め
ら
れ
た
と

き
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま

す
。
た
か
が
風
邪
、
さ
れ
ど
風
邪
、
風

邪
は
万
病
の
元
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
と
睡
眠
で
免
疫
力
を
高
め
、
風
邪

を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
（
活
動
）

　

冬
の
寒
い
時
期
は
、
ど
う
し
て
も
非

活
動
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
本
来
は
、

寒
さ
に
対
し
て
体
温
を
上
げ
よ
う
と
し

て
代
謝
が
活
発
に
な
る
時
期
で
す
が
、

暖
か
い
部
屋
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
う

な
非
活
動
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
と

代
謝
も
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
お
す
す
め
は
、「
街
中
を
ジ

ム
に
」、「
オ
フ
ィ
ス
を
ジ
ム
に
」、「
自
宅

を
ジ
ム
に
」
の
普
段
の
環
境
の
中
で
最

大
限
に
活
動
量
を
高
め
る
工
夫
で
す
。

　

① 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

を
階
段
に

　

② 

歩
く
時
は
、
姿
勢
を
整
え
、
歩
幅

を
広
く

　

③ 

日
常
的
な
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り

動
作
は
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
動
作
１
回

と
思
い
颯
爽
と

　

④ 
オ
フ
ィ
ス
で
の
ト
イ
レ
は
、

ち
ょ
っ
と
遠
い
場
所
を
使
う

　

⑤ 

隙
間
時
間
で
ス
ト
レ
ッ
チ

　

寒
い
日
は
、
歩
く
姿
勢
も
背
中
を
丸

め
が
ち
で
す
、

　

防
寒
を
し
っ
か
り
し
て
、
姿
勢
を
正

し
て
歩
く
だ
け
で
も
消
費
カ
ロ
リ
ー

ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
何

か
を
す
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
時
期
に

日
々
の
生
活
の
活
動
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
１
日
に
数
回
姿
勢
を
正
す
だ
け
で

も
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
刺
激
し
ま

す
。
ま
た
、
隙
間
時
間
で
ス
ト
レ
ッ
チ

を
す
る
こ
と
で
血
行
改
善
に
つ
な
が

り
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の

ハ
リ
や
ツ
リ
の
症
状
を
軽
減
し
て
く
れ

ま
す
。
寒
い
時
期
こ
そ
通
勤
時
や
室
内

で
ち
ょ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
て
頂

く
こ
と
が
代
謝
ア
ッ
プ
、
ひ
い
て
は
免

疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
い
か
が
で
し
た
か
？
「
稔
り

の
秋
か
ら
冬
の
季
節
」
の
寒
さ
対
策
、

風
邪
対
策
等
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。
冬

こ
そ
栄
養
・
休
養
・
活
動
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
ち
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

すき間時間の活用法 

エスカレーター⇒階段を利用で 
エレベーター 

消費カロリー4倍！ 

座って⇒立って通勤で 

消費カロリー2倍！ 
普通歩行⇒早歩きで 

消費カロリー1.３倍！ 

ジョギングで 

消費カロリー２倍！ 

 

                                        

ふくらはぎの血行促進しましょう!! 

オフィスや自宅で！ 

つま先・かかとを交互に床から引き上げます。 

 
 
 
 

 

                                        

椅子で出来る簡単腹筋エクササイズ!! 

１．肘と膝を近づけるようにします。 
  

      

２．なれたら両手で座面を持って膝を     
   胸に近づけるよう持ち上げます。 
  
      

      

  
    

オフィスや自宅で！ 

レベルUP‼ 

 

                                        

背中の血行促進しましょう!! 

肩甲骨を引寄せ、胸をはります。 

オフィスや自宅で！ 

入浴時間活用術 

  

 

 

日常生活（お風呂）編 シャワーのみ 50.0 kcal 100%

※入浴時間計を30分として 湯船に入る 88.0 kcal 176%

※体重60kgの場合
　体重により、変動あり。

・血行促進 
・疲労回復 
・消費カロリーアップ 
  
 
 

1.8倍消費カロリーUP！！ 

座って⇒立って通勤で
消費カロリー2倍！

ジョギングで
消費カロリー2倍！

1.8倍消費カロリーUP!!

エスカレーター⇒階段を利用でエレベーター
消費カロリー4倍！

つま先･かかとを交互に床から引き上げます。

肩甲骨を引き寄せ､胸をはります。

レベルUP!!

普通歩行⇒早歩きで
消費カロリー1.3倍！

日常生活（お風呂）編 シャワーのみ 50.0 kcal ※�体重60㎏の場合
　体重により変動あり。

100％
※入浴時間計を30分として 湯船に入る 88.0 kcal 176％

ふくらはぎは、
第2の心臓です！！
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〒950－0194 新潟市中央区紫竹山2丁目6番10号  TEL 025-245-1111  FAX 025-245-1155

　４年に一度のスポーツの祭典、リオで開催されたオリンピック・パラリンピックも多くの感動を残して終了しました。そ
して季節は秋本番となりました。スポーツの秋・芸術の秋・食欲の秋（天高く人馬？肥ゆる秋）、いずれも満喫するためには
何といっても健康が基本です。多くの皆様が健康で快適な生活を送れるよう、より精度の良い、安心で利便性の高い健診
サービスを提供することを、役職員一同、努めてまいります。これからも引き続き御指導と御支援を御願いいたします。
 事務局　長谷川奉春

編集
後記

「病気にさせない、も医療」を目指した
安心・快適な健診をご提供します。

詳しくはこちらから http://www.kenko-i.jp/

長岡健康管理センター
〒940-2108　長岡市千秋2丁目229番地1

TEL：0258-28-3666　FAX：0258-28-3667
〒950-0893　新潟市東区はなみずき2丁目10番35号
TEL：025-279-1700　FAX：025-279-1070

もっと身近に、より便利に。頼れる健康管理のパートナーとして。

人間ドック
脳 ド ッ ク

生活習慣病予防健診
定期健康診断
特定健康診査

男女別専用フロア完備 脳ドック開始

〒950-0914　新潟市中央区紫竹山2丁目6番10号
TEL：025-245-1111　FAX：025-245-1155

2016年
9月1日

リニューアル
オープン

おかげさまで
オープンより

6ヶ月


